
盛岡地区防火協力会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、盛岡地区防火協力会と称する。 

（組織） 

第２条 本会は、盛岡地区広域消防組合を構成する市町の区域内にある防火対象物の権原

者で、本会の目的に賛同し、会員として加入したものをもって組織する。 

 （目的） 

第３条 本会は、盛岡地区広域消防組合消防本部と緊密な連絡を保ち、会員が相互に協調

して自衛消防組織の強化を図るとともに、火災の発生を防止することを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

 ⑴ 防火思想の普及 

 ⑵ 自衛消防組織の育成 

 ⑶ 防火啓発に関する印刷物の発行 

 ⑷ 自衛消防活動に関する優良事業所の表彰 

 ⑸ その他前条の目的を達成するために必要な事項 

 （事務所） 

第５条 本会の事務所は、盛岡地区広域消防組合消防本部内に置く。 

 （役員） 

第６条 本会に次の役員を置く。 

 ⑴ 会 長   １名 

 ⑵ 副会長   ２名 

 ⑶ 理 事  ２０名以内 

 ⑷ 監 事   ２名 

第７条 会長は、総会において会員が互選する。 

２ 副会長、理事及び監事は、総会に諮り、会員のうちから会長が委嘱する。 

３ 役員の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。 

４ 役員は、その任期が満了したときにおいても後任者が就任するまでの間、引き続きそ

の職務を行うものとする。 

５ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第８条 会長は、本会を代表し、会務を掌理し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじ

め会長の定める順位により、その職務を代理する。 

３ 理事は、重要事項を審議する。 

４ 監事は、本会の事務を監査し、役員会に出席して意見を述べることができる。 

５ 会長は、総会を招集するいとまがないと認めるときは、総会の議決を得るべき事項を

専決処分することができる。 

６ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会に報告し、その承認

を求めなければならない。 

 （顧問） 

第９条 本会に顧問を置く。 

２ 顧問は、役員会の承認を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の運営に関する諮問に応じ、意見を述べることができる。 

  



（事務局） 

第１０条 本会の事務を処理するため、本会に事務局を置く。 

２ 事務局に事務局長のほか、所要の職員を置く。 

３ 事務局長は、盛岡地区広域消防組合消防本部予防課長をもって充てる。 

４ 事務局長は、会長の命を受け、会務を処理する。 

 （会議） 

第１１条 本会の会議は、総会及び役員会とする。 

 （総会） 

第１２条 総会は、次の事項を議決する。 

 ⑴ 規約の改廃 

 ⑵ 事業計画及び収支予算 

 ⑶ 事業報告及び収支決算 

 ⑷ 役員の選任 

 ⑸ その他役員会において必要と認めた事項 

２ 総会は、毎年定期に会長が招集する。 

３ 総会の議事は、出席会員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

 （役員会） 

第１３条 役員会は、会長、副会長及び理事をもって構成する。 

２ 役員会は、総会に提案する議案その他の重要事項を審議し、決定する。 

３ 役員会は、会長が必要と認めるときに招集する。 

４ 役員会の議事は、出席役員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところに

よる。 

 （経費） 

第１４条 本会の経費は、会費その他の収入をもって充てる。 

 （会計） 

第１５条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月末日をもって終わる。 

 （委任） 

第１６条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、役員会に諮り

会長が定める。 

附 則 

この規約は、昭和４７年６月２７日から施行する。 

附 則 

この規約は、昭和５８年６月６日から施行する。 

附 則 

この規約は、昭和６３年６月１０日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成１０年５月２１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成１３年５月２１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成１８年５月１７日から施行する。 

  附 則 

この規約は、平成２３年５月２３日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２６年５月２２日から施行する。 


